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広島県出身       57歳

H5 東京理科大学大学院卒
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2009年 医療福祉建築賞2008   愛和病院
2012年 第53回BCS賞

高崎市医療保健センター・新図書館建設事業
2016年 JFMA優秀賞、キッズデザイン賞、SDA入賞

 中野こども病院
2016年 公共建築賞優秀賞

高崎市医療保健センター・新図書館建設事業
2017年 鹿児島市景観まちづくり賞 建築部門

三州脇田丘病院
2021年 SDA銅賞 いわき市医療センター
2022年 長崎都市景観賞 重工記念長崎病院
2023年 グッドデザイン賞 新札幌アクティブリンク
2023年 第26回グッド・ペインティングカラー優秀賞
           くまもと心療病院
2023年 第26回グッド・ペインティングカラー最優秀賞
           新さっぽろI街区メディカル

下手 彰 シモテアキラ

主な受賞歴

病院設計に携わり25年目
市民病院、総合病院、精神科・小児・産婦人科等々



新さっぽろの取り組み事例より

→ウェルネス、ロボハブ

・街の仕組みが病院間の連携を強める

・医療を軸とした新しい街づくり

・医療の人手不足対策に取り組む

医療を軸とした新しい街づくり

→まちなか集積医療、各病院施設
→プロポーサルの経緯



・街の仕組みが病院間の連携を強める

新さっぽろの取り組み事例より

→ウェルネス、ロボハブ

・医療を軸とした新しい街づくり

・医療の人手不足対策に取り組む

医療を軸とした新しい街づくり

→まちなか集積医療、各病院施設
→プロポーサルの経緯



札幌

空港

新しい
再開発

昭和47年札幌の副都心、交通結節点として開発された新さっぽろ



当地区を『地域交流拠点』として位置付け、

『都心機能の一翼を担う先導的な拠点で、

重点的なまちづくりを推進する地区』

少子高齢化
により

まちが衰退

平成25年度（2013年度）

『札幌市まちづくり戦略ビジョン』

市営住宅建て替えによる余剰地

が発生することとなり、当該余剰地の

望ましい利活用方法などを検討

平成26年度（2014年度）

新さっぽろ周辺地区の街づくり計画



新さっぽろ 土地売却の公募型プロポーサル

I 街区

公募提案型売却対象地

新しい
再開発

G街区とI街区の二つ街区で、街を再生する公募型プロポーサル



少子高齢化
により

まちが衰退

大型商業
業務施設

は誘致できない

複数の病院を誘致して街の活性化をはかる提案へ

単科の病院なら複数
誘致

できるのでは?



当社が想定した I 街区のイメージ

I 街区の構成要素

新札幌駅

従来の
商業施設

ホテル

新商業

集合住宅

集合駐車場

病院群駅直結で雪でも
外に出ないで済む街

屋内通路

住宅や商業を集めるコンパクトシティには医療が必要



７つの成長エンジンを備えた、先導的で独自性の高いまちづくり
新しい
再開発



当社の提案：当グループ提案書の概要

I 街区
G 街区

I 街区が病院を軸とした複合用途、G街区は教育施設



当社の提案：当グループ提案書の概要



当社の提案：当グループ提案書の概要



大型商業施設の提案を退けて、当グループが当選



複数の医療・学校を軸とした新しいまちづくりがスタート



少子高齢化社会による問題

・若者が減り、活気が薄れ街の衰退が進む
・職員不足など医療サービスの継続も厳しい



駅周辺に商業、ホテル、公共施設はあるものの・・・

住宅地 住宅地

開発前

新しい
街つくり



郊外にある大学・病院を公共交通が便利な「まちなか」へ移転

新設

【医療】

移転

移転

一部
移転

大学・病院が移転

移転

【教育】

新しい
街つくり



全体完成時

地球環境時代にふさわしい「コンパクト＆スマートシティ」新しい
街つくり



新さっぽろG街区 大学と専門学校にて開発
新しい
街つくり



産学連携施設や地域開放施設を併設し、街と繋がる新しい
街つくり



新さっぽろ I 街区 駅から2階レベルで施設をつなぐ

JR
新
札
幌
駅

新しい
街つくり



動線の結節点であり、街区のシンボルでもあるアクティブリンク
新しい
街つくり



開放的空間で街区を一望できるアクティブリンク内部新しい
街つくり



駅から病院へは屋内のバリアフリー動線でつながる新しい
街つくり



駅から病院へは、公共的通路と賑わいルートの2つ

病院 病院 病院
医療複合
ビル

アクティブリンク

ホテル

商業施設

立体
駐車場

集合
住宅

新札幌駅 Bivi Park (商業施設)

商業施設屋内通路

新しい
街つくり



新さっぽろI街区 プロジェクト概要

・本地区は地区面積3.9ヘクタール、延床10万㎡、病院3棟、医療ビル、
商業施設、ホテル、立体駐車場、タワーマンションの8棟で構成

新さっぽろI街区概要

計画地 ：札幌市厚別区
延床面積：合計約10万㎡
着工 ： 2020年6月~
竣工 ： 2022~2023年度

・札幌市の「札幌市まちづくり戦略ビジョン」「エネルギービジョン」
のリーディングプロジェクト

・新さっぽろ駅G街区は、大学と看護専門学校で構成。
両街区が連携し、若者も呼び込み街の活性化を意図する

・少子高齢化を見据えたコンパクトシティ、
街の規模で進めたエネルギーマネジメント（エネルギーセンター併設)

新しい
街つくり



新札幌整形外科病院

新さっぽろ
脳神経外科病院

交雄会
新さっぽろ病院

D-スクエア 新さっぽろ

ホテル

タワーマンション

共用駐車場

商業施設

I街区 3病院と医療ビル、商業、ホテル、タワーマンションの複合用途新しい
街つくり



複数の医療施設を駅の側に近接して配置
新しい
街つくり



魅力的な街には、公共空間の整備が大切

できれば、複数の事業者で共創したい



①

②

④ ⑥③ ⑤ ⑦

新さっぽろ再開発の構成員企業
新しい
街つくり



「ハイブリッド・シェア型」開発 – 「皆で街をつくる意識」も醸成

「分譲型」 「一団地型」 「ハイブリッド・シェア型」

・分譲敷地毎に事業者が自由に建設

・敷地や床の一部を共用化、
機能と空間をシェアリング

＋

「ハイブリッド・シェア型」開発

新しい
街つくり







駅から病院へは、公共的通路と賑わいルートの2つ

病院 病院 病院

アクティブリンク

ホテル

商業施設

立体
駐車場

新札幌駅
新しい
街つくり





都市計画から複雑な建築確認申請など高度な行政対応が必要

地区計画において
公共性の⾼い「地区施設・空中歩廊」の扱い

アクティブリンクは、各敷地毎、6つの確認申請にて申請

新しい
街つくり





再開発 当時の I 街区エリア
新しい
街つくり







新さっぽろの取り組み事例より

医療を軸とした新しい街づくり

→ウェルネス、ロボハブ

・医療を軸とした新しい街づくり

・医療の人手不足対策に取り組む
→まちなか集積医療、各病院施設
→プロポーサルの経緯

・まちの仕組みが「病院の連携」を推進



まちなか集積医療





新さっぽろ脳神経外科病院
135床
脳神経外科を主とした高度
急性期～回復期の専門病院

●

●

新札幌整形病院
88床
整形外科を主とした急性期
病院

●

●

交雄会新さっぽろ病院
185床
総合的に地域医療を担うケア
ミックス病院

●

●

D-スクエア新さっぽろ
エネルギーセンター
医療系テナントビル
病院機能補完施設

●

●

●

3つの専門病院による「まちなか集積医療」の実践
まちなか
集積医療



まちなか
集積医療 2010.6   まちなか集積医療について提言(NIRA研究報告書)



46

都市の中心に医療機関を集積配置
医療サービスの効率的提供と地域の活性化を
同時に実現
医療機関も生活者と日常的につながる

病院を中心部に集積させ、病院間の連携を強化

図 まちなか集積医療のイメージ
出典） NIRA「まちなか集積医療」研究会資料加筆

まちなか
集積医療

高度な医療を提供し、
インフラ整備を行う地域
（＝都市サービス境界）

総 合 研 究 開 発 機 構 （ N I R A ） 提 言

利便性の高いまちの中心部に、機能分化・連携した病院が立地



47

地域における病院が機能を分担・連携
地域の専門化した医療機関が相互に連携して
患者本位の医療を提供

総 合 研 究 開 発 機 構 （ N I R A ） 提 言

急性期 回復期 慢性期連携 連携

複合疾患を抱える住民が連続的なケアを受けられる

相互連携により、患者本位の医療体制をまちなか
集積医療



新さっぽろ

新札幌

厚別

平和

Ｉ街区

交雄会新さっぽろ病院

新札幌整形外科病院

新さっぽろ脳神経外科病院

「まちなか集積医療」による移転により、多くのメリットを享受まちなか
集積医療



シェアリンク゛(共用化)

+
まちなか集積医療



屋内通路や駐車場、エネルギーなど、共用化がメリットへ

病院 病院 病院
医療複合

ビル

アクティブリンク

ホテル

商業施設

立体
駐車場

集合
住宅

アクティブ
ガーデン

リンク
ガーデン

メディカル・サービス通路
(敷地を横断して設置)

緑地の共用

緑地の共用

屋内通路の共用

まちなか
集積医療

空間シェアリング : 共用でしか得られない場をつくる

アプローチ
の共用



駅から病院へ屋内で直結する「安全で快適な歩行空間」まちなか
集積医療



屋内通路や駐車場、エネルギーなど、共用化がメリットへ

病院 病院 病院
医療複合

ビル

アクティブリンク

ホテル

商業施設

立体
駐車場

集合
住宅

アクティブ
ガーデン

リンク
ガーデン

駐車場の共用

エネルギーセンター
・エネルギーの共用
・医ガス、滅菌、検体の共有

まちなか
集積医療

機能シェアリング : 共用による合理化を図る



医療複合ビルによる共用サービスの提供

病院建設の合理化



病院運用・投資を効率化する医療複合ビルを建設
まちなか
集積医療



病院運用・投資を効率化する医療複合ビルを建設
まちなか
集積医療



■街区で低炭素コンパクトシティ
■都市機能強化強靭化
■街区内外でのエネルギー連携

環境性能と都市防災を両立する先進的エネルギーセンターまちなか
集積医療

2025 コージェネ大賞



中央道路よりエネルギー供給。酸素はサービス通路より供給。
まちなか
集積医療



駅から病院へ屋内で直結する「安全で快適な歩行空間」まちなか
集積医療



課題と工夫

まちなか集積医療



課題1 :  隣接病院どうしの病室の見合いまちなか
集積医療



まちなか
集積医療 すべての病室で見合いを避けられる東西配置へ

病室の間口を抑えられる効果で



各病院施設について



敷地面積：4542.33㎡
建築面積：3172.03㎡
延床面積：12432.00㎡

病床数：135床
2階：ICU・HCU25床

    3階：一般55床
4階：回復期リハ55床）

構造：鉄筋コンクリート造
          一部 鉄骨造

階数：地上６階建て
高さ：23.10ｍ

ポイント：
・迅速かつスマートな外来
・画像、放射線治療
・大規模病棟リハ
・異種階高混合構成
・ロボHUB運用対応

建物概要

新 さ っ ぽ ろ 脳 神 経 外 科 病 院脳神経
外科



I街区のゲートに位置した、まちなか集積医療の顔脳神経
外科



半公共的な空間、パークビュー脳神経
外科



迅速かつスマートな外来
1F

新さっぽろ脳神経外科病院（メディカルA）脳神経
外科



外来診療ゾーン

専門特化した医療をゆとりの空間でつつむ脳神経
外科



建物概要

敷地面積：3323.43㎡
建築面積：1767.29㎡
延床面積：4506.36㎡

病床数：88床
（3階、4階：一般44床）

構造：鉄筋コンクリート造
一部 鉄骨造

階数：地上4階建て
高さ：17.95ｍ

ポイント：
・すべてのベッドが窓を向く
縦型多床室

・西日を制御しつつ、彩を与
えるRCルーバー

・敷地内に他の施主施設あり
メディA渡り廊下
アクティブリンク

新 札 幌 整 形 外 科 病 院整形
外科



全てのベッドが窓を向く『ダブルサンデッキ病室』

日本初となる「ダブルサンデッキ型多床室」整形
外科



敷地面積：3,639.99㎡
建築面積：2,325.30㎡
延床面積：10,106.39㎡

病床数：185床
療養病棟100床
地域包括ケア41床
回復期44床

構造：鉄筋コンクリート造
一部 鉄骨造

階数：地上7階建て
高さ：27.25ｍ

ポイント:
・職員の人手不足対策
広い職員専用フロア
健康への気付ナッジサイン

・外壁窓のないデイルームを
中心に展開する2看護病棟

・敷地内に他の施主施設あり
メディD渡り廊下
アクティブリンク

・グラフィッククロスによる
安価な大型壁面アート

・ロボHUB運用対応
・DX作業所、引っ越し支援

建物概要

交 雄 会 新 さ っ ぽ ろ 病 院

メイン
エントランス

ケア
ミックス



ケア
ミックス まちと融合するケアミックス

外来



ケア
ミックス まちと融合するケアミックス



新さっぽろの取り組み事例より

医療を軸とした新しい街づくり

→ウェルネス、ロボハブ

・医療を軸とした新しい街づくり

・医療の人手不足対策に取り組む
→まちなか集積医療、各病院施設
→プロポーサルの経緯

・まちの仕組みが「病院の連携」を推進



医 療 の 人 手 不 足 対 策

ウェルネスコアで職員を元気に



職員エリアの環境改善にウェルネスを導入 75
ウェル
ネス



ウェルネスコアの中核 スタッフラウンジウェル
ネス



休憩やコミュニケーションを促進する「ウェルネスコア」ウェル
ネス



職員専用の空間とすることでリラックスしやすいウェル
ネス



医 療 の 人 手 不 足 対 策

サービスロボット導入によるタスクシフト



ロボット統合管制プラットフォーム

建物設備と連携し、ロボットの効率的な運用を統合管制ロボハブ



ニーズに応じた搬送ロボットの利用で運用効率を向上ロボハブ



1

緊急停止措置走行管理

昨年より新さっぽろ2病院にて、現場で実証運用中ロボハブ



薬剤⇔検体⇔病棟 にて定期便と臨時便にて運用中ロボハブ



ロボット導入のコンサルティング



新さっぽろの取り組み事例より

→ウェルネス、ロボハブ

・医療を軸とした新しい街づくり

・医療の人手不足対策に取り組む

医療を軸とした新しい街づくり

→まちなか集積医療、各病院施設
→プロポーサルの経緯

・まちの仕組みが「病院の連携」を推進



人と組織の輪を段階的に広げる仕組みにで病院を「まちの主体へ」
病院を
主体へ



「ハイブリッド・シェア型」開発 – 「皆で街をつくる意識」も醸成

「分譲型」 「一団地型」 「ハイブリッド・シェア型」

・分譲敷地毎に事業者が自由に建設

・敷地や床の一部を共用化、
機能と空間をシェアリング

＋

「ハイブリッド・シェア型」開発

病院を
主体へ



街区入口の公園 アクティブガーデンのデザインWS病院を
主体へ



アクティブリンクの使い方WSにも病院は参加病院を
主体へ



病院自身も地域も「病院がまちの主体」であるとの認知が広がる病院を
主体へ



竣工後のエリマネ主催イベントに参加病院を
主体へ



病院が治療以外の接点で地域との関わりを構築病院を
主体へ



もっと病院どうし、病院と地域を近づけたい



まちなか集積医療と共有により、物理的には病院どうしは深く繋がる

「ハイブリッド・シェア型」



リンクを活用して、病院どうしの繋がりを強化

アクティブリンク

・ 3病院共通の玄関口を利用

・ 行き来し易い環境を活かす



自主的な清掃活動を機会に、病院どうしで語りあう場をつくる

アクティブリンク

・ 3病院共通の玄関口



自主的な清掃活動を機会に、病院どうしで語りあう場をつくる



・ 行き来し易い環境を
活かす

看護部長どうしの交流

看護師などコメディカル
どうしの交流・連携へ



事務方の連携と合流

物理的なボーダレスを活かした人的交流を進めれば、組織のボーダレスへ
共存共栄しながら新たな価値を創出する街へ

＋

看護部長どうしの交流

看護師などコメディカル
どうしの交流・連携へ

・ お互いの病院に
行き来し易い環境



ご清聴ありがとうございました





外来診療ゾーン

SDA(サインデザイン)  北海道地区賞を受賞したシナプスサイン脳神経
外科
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